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解説

IEA (International Energy Agency)/HIA (Hydrogen Implement Agreement) is an organization 

which secure the R&D activities in the field of the Development of Technologies for Hydrogen 

Production， Delivery and Storage Systems. The final vision of IEAlHIA is“Hydrogen future 

based on a clean， sustainable energy supply that plays a key role in all sectors of the economy" 

and the following are the themes. 1) Designing and conducting collaborative R&D that address 

basic research needs; 2) Undertaking independent analyses ofhydrogen science， technology， 

systems and economics that support its RD&D and outreach programs; 3) Increasing 

membership participation; 4) Involving a broad range of industry partners; 5) Raising the level 

of hydrogen awareness， understanding， knowledge and support throughout all sectors of 

economy to foster confidence with hydrogen. 

Key words: IEA， International Energy Agency， HIA， Hydrogen Implement Agreement， Future 

of Hydrogen Economy， Hydrogen Production， Delivery and Storage System 

1. はじめに

水素経済社会の実現に向けて国際的共同研究開発の推

進と安全・環境を配慮した世界共通の水素関連情報の共

有を目的とする IEA/HIA(国際エネルギー機関/水素実施

協定)には我が国からも積極的に参加し、各作業部会

(Annex)に日本の専門家を派遣して水素に関する技術開

発動向及び分析活動動向の情報を関係者に展開・普及し、

共有化を図ることを目標とした。

「水素製造・輸送・貯蔵システム等技術開発Jを対象

としてlEAlHIA(国際エネルギー機関/水素実施協定)

のビジョンである「経済のあらゆる分野の要となるクリ

ーンで、持続可能なエネルギー源による水素の未来Jに向

けて次の5つをテーマとしている。

1)基礎研究の必要性に対応する協同研究開発プログラ

ムの立案新子

2)水素に関する科学、梯"1、システム、経済学の中立な

分析を行い、 RD&Dや普及活動をサポートする。

3)参加の拡大

4)幅広い業界パートナーの参画を求める

5)水素に対する意識、瑚卒、知識、サポートを経済のあ

らゆる分野において高め、水素に対する信頼を強化する。

2. IEA (国際エネルギー機関)とは

lEA (International Energy Agency =国際エネルギー
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機関)は、 OECD(経済開発機構)の傘下にあり、 1974

年に国際的なエネルギー発展及び環境の保護を目的に創

設された。その後、エネルギーに関するマーケット戦略

や関野開発について取組みを実施している。

技術開発については国際協力を図る目的で、個別テ・マ

毎に設定され、現在化石燃料、再生可能エネノレギー、エ

ネルギー輸必用等の分野毎に約40の技術開発テ・マに取

組んでいる。

この背景の下に1977年IEAの中にHIA(Hydrogen

Implement Agreement=水素実施協定ラが設立された。

表1. lEAIHIA背景と目的

i背景と経緯 | 
.OECDによる国際

エネルギー計画

-世界のエネルギー

執合格きの改善が

必要

【目的と意義}

.OECDの傘下に代替エ

ネルギー源開発を目

的にlEAが設立
.IEAの中に水素に関す

る協同研究開発を目

的にHIA(水素実施協

定)が1977年に設立

1.水素経済社会の実現に向けて国際的協間研究開発を

実施

2.安全・環境を配慮した世界共通の水索開欄連情報

の共有

3.総合的な水素研究開発と分析活動の支援

表2. lEAlHIAの概要

【設立]1977年
間的}水素経済祉会の実現に向けて国際的協同研究開発

の推進と、安全・環境を配慮、した世界共通の水素関連

情報の共有。

{幹事国} カナダ

【議事長~] Mr. Nick Becik (C出国da)(2∞5吸お
持務局】 Ms.Ma紅ry-RoοS鉛edおeValla吋da紅reωs(ωUSj必ψむω992
右扮3 
{加盟国]21カ鴎 +1地域 +1組織 (2010年12月現在)
日本米国、英国、豪州、加、仏、伊、離、独、

デンマー夕、 EC、リトアニア、ノルウェー、スペイン、
スエーデン、スイス、フィンランド、アイスランド、

韓国、ニユ}ジーラシド、トルコ、ギリシャ、 UNIDO
【日本の体制】独立法人新エネルギー・産業技術総合開発

機構 (NEDO)が担当。

(財)エシジニアリング振興協会が支援業務活動

【作業部会IAnn低】 (2010年12月現在)

Annex 18，19，20(26)，21，22.28，24，25，27の9つの作業部徐
に構成され、2010年度からはおmex28伏規成水素イン
フラ)、 29(分散型水素供事会う，30<グローノ勺レ水素分析う
が立上げられた。

解説

Annex 内容

(作業部会)

Annex 18 水素統合システムの評価

Annex 19 水素安全

Annex 20(26) 水の光分解による水素動査

Annex21 バイオ水素製造

Annex22 基礎的・工学的水素貯蔵詐材将司発

Annex23 水素供給用の小規模改質器

Annex24 風力エネルギーと水素の統合

Annex25 水素の高温鈍告

Annex27 バイオマスのガス化による水素市場

Annex28 大規模水素悌合インフラ

Annex29 分散コミュニティ用水素システム
(A-18後継

Annex30 グ.ローノ〈ノレ水素、ンステムの分析

表3.[日本におけるlEAlHIA実施・推進体制】

3. 各Annex(作業部会)のR&D状況

①lAnnex-18 (水素実記表現設の矧面):

本Annexは「水素システム社会への融合に関する情報

を提供するJとしづ全体目標の下に二つのSubtaskより

構成されてきたが、 2006年 11月に3年間の延長が承認

され、 2007年 1月より 2ndPhaseに入った (2009年

12月まで)。

2nd Phaseでは下記三つのSubtaskとなった。

SubtaskA:情報データベースの構築

SubtaskB:実証プロジェクトの評価

SubtaskC:統合と研修(樹jij的側面のみならず社会的・

経済的側面を考慮に入れて水素システム導入の障壁とな

っている原因を抽出し、その対策を4対すするもの。)
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SubtaskAでは水素製造法に関するデータベースが完成

した。又組織 ・文書に関する情報提供の要請が各凶代表

に向けてあり、日本からも関連文書及び関連組織のデー

タシートをアップロードした。又、メンバー用のWebsite

の新しいサイトへの移行が完了した。

SubtaskBで、はノルウェーIFEで開発された言利面ソフト

HYDROGEMSを用い、システム全体の効率、需要との

マッチンク守を含めた効率的運転方法、経済性見通しなど

について解析を行う。Sandia(USA)が実施したイタリア

Ecological Houseに関する角勃庁 ・評価結果をまとめた報

告が学術誌に掲載された。その他言i阿面{財市システムの選

定を完了した。

Subtask CではWorkingPlanの元、各担当者により作

業が進行中である。日本からもNEDOPJi定置用燃料

電池大規模実証事業」をケーススタディとして検討した。

2009年10月ハワイにて国際会議:Annex 18は2009

年末にて終了。FinalReport概要を審議した。後継とし

てAnnex29 iDistributed and Community HydrogenJ 

(分散コミュニティ用水素システム)にて立上げ、 OA

(幹事)はトルコのUNIDOが予定されている。

表4.[Annex 18水素統合システムの概要】

歯
。命{緋司I)_aぴ IOA< ..  ).:朱溜IS櫛 a"sch伺 nUI唱〈多加麗14ヶ鐙)
自本多加.鱒・ |日傘:注総研/務弁~._.樽~
金集{耳車内.)

湯豊島・トピックス |サフタスクBでは第1調書(a..-07年}虚総務t1lit験学飽同研究の
*電解水量t.造、附io水量儀費i'a‘到底意書電池.震の富島竃併鎗
システム事隙がE軍備対象となり、..t;*げた...2織(07骨
量事)ではサブタスクCにて各際費量Iiプロジェクトの・4去と線建耳目震
に日本のFC大様相鹿実録制とリHFCの実IiPJ唱0・4島t持された.ザ
ブタスクAでは水..  造後lこ属するデータペースが完成し‘関.
文書及びデータシートがウエブサイト保アップロードされた.
(W・b.ite余技p:/Il伺吻ia-馴nex18.&har・poIntalte.neν向blぬ/)

②lAnnex-19 (水素安鉛

以下三つのSubtaskに分けて各Subtaskリーダの下で

検討 ・議論された。

Subtask A: Risk Management (危機管瑚 :A1既

存のリスクアセスメント手法の調査、A2水素システム

と従来の炭イヒ水素系燃料設備とのリスクアセスメント比

較、 A3確立論的リスク評価

Subtask B : Safety Testing (安全試験) : B1既存

の実験データの調査、B2現どE実施中の実験プログラム

解説

の調査、 B3リスクマネジメントの観長での既存データ

の十分性の調査及び不足項目の摘出

Subtask C : Information Dissemination (ステークホ

ルダ一向けの情報整理とその提供)

2009年4月サンフランシスコ、同年9月に仏 ・コルシ

カにて国際会議を実施した。SubtaskAでは日本から規

制見直し様に実施したリスク許佃も含めて評価事例の調

査結果を整理 (PEC)。又JARIJHySEFにおける水素

安全に関するデータヰ守利回技術レベルについてのデータ

などについて発表 ・報告した (JARI)

SubtaskBでは参加国がそれぞれ実施中の水素関連実験

の進捗を紹介し、併せて既存の実験データも含めてこれ

らをデータベース化するためのフレームワーク作りを検

討した。SubtaskCでは収集データの公開範関とその方

法を検討した。

2010年10月ローマにて開催され.;(4月会議は火山噴火の

影響で、中止)、2010年末にてA-19終了に際して最終レポ

ート素案作成された。又、後継として。Annex31 (水素

安針のプロジェクトプランも同様、素案が作成された。

表5.[Annex 19水素安全の概要】

OA<.・}及び 10剣勝司船:朱箇1/811出僧加柑<..・9ヶ属〉
日本・加..' IB本:JARlメ鎗埼~E弘
金銭(~旗門司医)

s・a・-トピックス 108年S見書ナダ及び'周オスロlこて筒際会・.ザプ似"では日
ヨ院からが自民偏見直しJ!I之鍵篇したリスク際信も含めて鰐4・
..の自慢蚤.果を紹介.又品RI/HY誕FIこ制する*銭安傘
に闘するヂ寸や鰐.銭街~.ルについてのヂサなどについ
て鎗_.・4告した.倒匁1 月から3~事問.2捌へ穆fjされた.
W獄刈肱

13 

③U¥nnex 26 (1日20)(水の光分解による水素製遡

2008年10月ハワイにてAnnex26のキックオフ会議、

2009年4月サンフランシスコにてワークショップ会議

が開催され、日本から産総研/佐山氏が出席した。

旧20の水の光分解による水素製造の為の材料開発とし

て半導刷物全野を各担当が分担して探索が進められた。

米国DOEではいくつかの機関にて鉄系酸化物半導体、

酸化タングステン系半導体、非酸化物半導体、シリコン

系半導体などを担当し探索中で今後データベース化を予

定している。
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EUではタンデム型光電極の水素製造、半導体光電極の

ナノ構造制御する水分解水素製造の2つのプロジェクト

が進められた。

日本(産総研)の太陽光水素製造の位置づけについて紹

介し、その後光建設亙及び光触媒を紹介した。光篭極につ

いては主にFe2W06について、その性能向上の最適化、

バンド構造の解析、ガス発生測定や長期安定性について

紹介した。

表6.【Annex26水の光分解による水素製造の概要}

。州事事司匹)1lぴ 10判傍.t紫./OrErIC ".1-: <.1.11.8ヶ闘)
隠本司~1.11・欄s念|関本:東京型車潟大/買UJI氏、進.1再/佐山æ
S!l<尋問耳障) Iw，・凶加:h掬，)/1帥伺乱時

...トピックス i細 ω。防相鴻つかの欄にで時鮒附齢制中.
敵"でIUつのPJがあり、1つはスイスa:lffによるPEOH剖刷 Pj.::
2Ot1年までにt!fデ.1.11光司E纏の太織工事A4'-..効率で796を
霞織す.11と1つはN町時間Eで、ナ/l機遣を制御するζとにより氷
電量摩文眠時晶キ'-..  効率の層増上をS織す.sョーの東京司E事時:*:
では3つの..1時究<.合.it縁先向車線、..光司.，置、先電涜車寄

④tAnnex-21 (光生物学的水素製造)

産業技材j総合研究所/三宅氏が OA(幹事)となり進められ、

2009年2月にスエーデン、同年9月にフィンランド、

2010年3月にイタリア、同年9月キプロスにて国際会

議が実施された。

本Annex21は下記凶つのSubtaskに分けられる。

SubtaskA:光合成微生物(藻類や光合成細菌)や嫌気

十生細菌のバイオマス水素製造

SubtaskB:光合成微生物と光エネルギーを用いた水や

バイオマスからの水素製造システムの高効率化技術

Subtask C :微生物が有する酵素やタンパク質を利活用

した生体模倣技術・分子ハンドリング技術による光水素

生産デ、バイス ・燃料電池システムの構築

SubtaskD:当該t妨lirのフィージピリティースタディな
どの可能性評価、社会生活・社会システムへの影響評価、

生活の質の確保に関する評価など。

バイオマスの利用技術に関しては中凶、台湾の研究が活

発化しているが、プロジェクトでは韓国、日本が優位に

立っている。北欧では大型基礎研究プロジェクトが数件

進行中であり、高度な基礎研究を行える環境を維持して

いる。上記国際会議に各国のバイオ水素製造の研究の現

解説

状について意見交換が成された。

2008.11月のlEAlHIAEx-Co会議にて2009年から第2

期として2年の延長が承認された。

2010.8月にAnnex210A(三宅氏)→米国に交替された。

表7.[Annex21バイオ水素-製造の概要】

⑤U¥nnex 22 (基礎的及び、工学的水素貯蔵材料の開発)

2006年6月Annex17から 22八継炉しが承認され、2007

年1月から3年間(2009年12月末まで)の継続となった。

2010年1月よりAnnex22第2期 (2年間2011年 12

月末まで)延長された。

表8.【Annex22水素貯蔵1オ料開発の概要}

Annex22で設定されている目標は以下の通りである。

A)国際的な水素財減目標に'合致する可逆的又は再生可

能な水素貯蔵媒体を開発する。

B)目標Aに合致する司能性がある水素吸蔵媒体の基礎

的及び工学的理解を深める。

C)定置用途向けの水素貯蔵材料及び貯蔵システムを開

発する。

lEAlHIAとIPHEとの協同がMOU(覚書)により実現さ
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れ、2008年3月のカナダWorkshop会議よりIPHEか

らの参加 (ロシアを含む数名)があった。

2009年4月韓国済州島会議、同年10月パリ会議、 2010

年4月米国会議が実施され、日本より;専門家出席した。

第2期からはサブタスクが増え、 「水素貯蔵技術のエン

ジニアリング及び応用セッションJが立上げられ、日本

から更に 1名 (日本重化学)の専門家を増員した。

⑥IAnnex-23 (オンサイト水素供給用小規模改質器): 

2006年6月Annex23キックオフ会議 (ブラッセノレ)

Subtask 1/標準化とモジュール化、 Subtask21持続可能

性と再生可能資源、Subtask31市場調査から構成される

活動行うことで、合意したの

OAはノルウェーのSINTEF，Subtask1，2，3のリーダは

各1，2をノルウェー、3を日本(東京ガス1)が務める

ことで合意した。

2008年4月の東京会議、同年11月のパリ会議、 2009

年10月のイスタンブール会議、 2010年4月のオランダ

会議が実施され、Subtask(ST) 1では100/500Nm3級

改質器の仕様比較作業と改質器サプライヤーリストの取

りまとめを、ST2では小規模CCSについてC02削減の

量的寄与について審議、 ST3では日本のシナリオ研究か

ら抽出したパラメータリストとステーション建設に関わ

る規制 ・基準について、及び各国における実証などのプ

ロジェクト状況のレビュー ・改質器メーカからのデータ

による設備コストと製造能力の相関分析を紹介した。

表9.【Annex23水素供給用小規模改質器の概要}

OA(総司修);及び

日本司除却4健闘・
企業{専門家) I= .• l包ヱ鎗/~、B崎氏、

進鯵・トピックス 108年明加融持から.着陸された.箆ヨ艇がリーダとなっている
'プJ~'3'1!r場後鱒ヨ匠でt弘臼ヨ車、 北米、歓"のSつを量..し‘
...、..効娘、.費量測錨織、2寸"(IJ予a~事、 IU寧ー調il章旗. 
. 送l"~.C02tl絡司Fの1tt編後..因子を抽出・2・.ctJ.
小型車.司1t..1ま市場ニーズの遣いによりB:.院が主主術的に
先行..朱メーカ1ま飯事事緩衝のダウU.サイズ〈舷十~殺害書袖n3th)
のまま術開舞金f必要.

⑦)Annex-24楓カ発電-水素製.JiI)

OA(幹事)国はスペインで出席者は6カ国合計17名。各

国の風力発電の現状、風力-71<.素製造に向けた研究など報

告された。

解説

SubtaskはA)State of Art (現伏の機器設備-風車、水電

解装置、中問機器のレビューと水素艶霊能力 ・市場研究

など)、B)Needed improvement & sys飴mintegration 

C) Business concept developmentの三つに分けられる。

2008.4月にアテネ (Annex18と併催)及び同年10月

スイスでは水電解メーカIHT社のホス トによる工場視

察を兼ねて会議開催され(日本から樹兵国大/太田氏出

席)風力から水割手による水素製造の技制課題が議論さ

れた。

2009年4月米国デンバー (NREL)会議ではNRELの

実証(J!l力発電+水電解水素製造)の施設を、又、同年

10月のドイツOldenburg会議では、燃料電池サイ トを

視察した。

2010年5月にデンマーク会議、同年10月にスペイン会

議を実施され、総括として風車-電解-水素のルー トで

は翻卒の効率が充分でないことが、課題となった。

表 10.[Annex 24 A威力エネルギーと水素の統合の概要】

③IAnnex28 (大規摸水素インフラ)

2009年2月九ステルゲムiこて定義付け会議が開催され、 日

本から ENAAが出席し、日本の水素インフラの現況-

JHFC2を発表 ・報告した。

本作業部会の展望は2020・2025年の水素インフラを焦

点とし、大量貯蔵及び流通を含む最も実用的 ・経済的水

素インフラを探索するものと して捉える。 (OAはオラ

ンダ)

2009年11月のlEA庄司AEx-Co会議にて新規立上げの

承認、を受け、キックオフ会議は2010年11月米国サクラ

メン トにて開催された。日本からの専門家(東京ガス)

とENAAが出席した。サブタスク(ST)は以下の通り -

ST2:大規模供給の定義とシナリオ、 ST3:水素ステーシ
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ョンのコンセプト比較、 ST4:水素供給の分析。

表 11.[Annex 28大規模水素インフラの概要】

解説

⑬lAnnex 30 (グローノミノレ水素システムの分析)

2009年 11月のEx-Co会議にて新規Annexとして提案

され、定義付け会議などを経て2010年5月Ex-Co会議

にて正式承認され発足され、 2010年9月ドイツにてキ

ックオフ会議が実施された。

将来の持続可能なエネルギー源に依存した低炭素社会に

おいて想定される水素の利用に隠して、関連技術及び資

源から水素の需給について、技術面及び~場面からの包

括的分析を実施する。サブタスク (ST)は以下のとおり

である。

ST1:グローバル水素の需系合詳細分析、 ST2:包括的なエ

ネルギーシステム分析の為の関連データの収集と整備、

ST3:IEAの分析におけるデータの管浬(WEO，ETP等)

⑨!Annex 29 (分散コミュニティ用水素システムの研究) 表 13. [Annex 30グローノ勺レ水素システム分析の概要】

Annex 18(水素統合システム評イ的の後継として2010年

5月のエッセンlEA圧lIAEx-Co会議にProposalを提出

し、発足の運びとなった。OAはUNIDO(トルコ)で、あ

る。

定青用水素システムの電力や他のエネルギーネットワー

クとの統合を主な考察弁f象とする。加えて特に産業界か

らの参加を募-り、水素システムの市場投入への道筋を開

く事に注力する。具体的には水素システムの次の分野へ

の適用を検言指包囲とし、 1)離島、僻地及ひミ都市部におけ

る生出或コミュニティ、 2)オフグリッドコミュニティある

いはスマートグリッドとの連携、3)ビ、ノレ1つから市街地

の一部くらいまでの大きさを想定し、考察対象とする。

表12.【Annex29分散コミュニティ用水素システムの概

要】

。叫絡事}及び 10""脈事):トルコ/F... 伽胸、lilllr偽。G別1;)0)
a本.却畿.. ，...:トルコ、到帳、美、飢仏、など(6ケ醤〉
1t.民 !日本:..~育/.. 鱒氏

総・トピックス|捌.5'"司l1li8)(1制"として鰍齢鯨齢M10年

11月のEx-Co(航行}会副こて:a重量に立よ附加酬28)bt調t8

された.・1園初対フ舗は抑制凋イスタンヲーJ"にて

m催予定.

21 

OAC4t・}及び 10.ぽ勝司区}:U泊刷、Il/Ur糊酬の."OA
gヨドーT1II・調・ i ・2目濁:録、組、・、~.目、などσケ悶}
1t. la本:".(..f事健Jt)
造砂トピックス i劉脚11月1噸鎖タスクとして翻齢、お10.51t0&命

(afi')..'こて霊式tこな土11拘回融 30)~.憶された.

.1.キックオフワ~Y:Iップ会劃抑10制月!こ喜劇こて燭値され、
その後r.*媛・... て&mta・kCメンパ盲従AHQをIIJIIlI
して今.0.カの方向鐙について纏8した.

22 

⑪ lEAlHIA ExCo(Executeive Committee)会議

2009年11月スペイン ・セビリアにて第61回、 2010年

5月にドイツ・エッセンにて第62回、同年11月にイス

タンブールにて第63回のEx-Co総会が実施され、日本

からNEDO，ENAA十OA(Annex21=産総研)が出席し

た。

Ex-Co会議で、は各Annex(作業部会)の半期毎の活動状

況報告、事務局からは年次報告書概要等の報告、各国代

表からは各国の水素関連研究開発動向など報告された。

日本からは我留の側鴻池、水素技術取組みの現状等、

呂町C水素ステーション状況等を報告した。又ExCo総

会出席の機会に、各国メンバーとの情報交換を行い水素

エネルギー利用に関する各隠の研究開発動向の把握に努

めた。第65回Ex-Co会議(2011年 10月)は日本 ・福間

にて開催予定である。
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[2010.11月Ex-Co会議(トルコ ・イスタンブール)】

[特記事項】:lEAlHIA水素実施協定-各Annex活動報

告会の劾包

lEAlHIA水素実施協定の各Annexの専門家より平成

20年度""'21年度における活動報告会を平成22年2月9

日(火)にNEDO日比谷オフィス国際ビル4階会議室

にて実施した。 (プログラムは次頁参照市)

参加者は産学官における水素関連の研究開発 ・実証試

験などに携わる研究者 ・出荷者を対象に約40数名が参

加され、専門家による報告に質疑応答が成された。

今回初めての試みとして、広くオープンに声を掛けて、

lEAlHIA水素知包協定における国際技術開発動向につ

いて、得られた情報を展開 ・発信したが、好評で、あった

ので、平成22年度報告会もす戒23年2月に開催予定。

4. まとめ

各国で、水素エネルギー導入に向けての長期ロー

ドマップが相次いで発表されたことを受けて、 研

究者、事業者の間でも水素技術、水素プロジェク

トへの参加が急速に増加しており 、この動きを受

けて、IEAの水素実施協定活動も活発になってき

ている。

Annex (作業部会)19i水素安全」は、我国を含

む 12カ国の参加により水素安全に関する「リスク

管理手法Ji安全検証のためのテス ト方法jなど広

範な内容を含む国際協力活動に取組むことになっ

た。f水素安全Jの分野では、我国は WE-NET事

業以来、種々の爆発実験など様々な分野で研究開

発を進めてきた経緯があり、この分野での国際協

力への貢献が大いに期待されている。又Annex

21(バイオ水素製造)のOA(Operating Agent =作

業幹事)を努める我国(産総研)は、積極的なリー

ダ活動を展開し、来る水素社会の実現に向けた研

究開発においてプレゼンスを高めることに意義が

あった。

また、Annex23 (小規模改質器Hこおいては、日
本はサブタスク 3(市場研究)のリーダを務め、

日欧米の「改質器-水素」のコスト調斎など市場研

究に貢献し、評価を得た。

資料 1. 1977年から現在までの Annex(作業部会)項目

1. Thermo-c畑町恥alProduction 
2. High-T emperature恥 8C加問
3. Potential Futu同Maホet
4. Electrolytic Production 
5. SoIid Oxide Water臼似拘。Iysis
6. Photocatalytic Water Electrolyaia 
7. Stor・ge，C側 vers防軍&Sa偽ty
8. Teohno-EoOl'lOfT如何随aament
9. Hydrogen情。duction
10. Photo-Produ抗防官。fHydro依m
11. Inte .... ted Sya句ma
12. Metal-Hyd同defor H2 St俳句淘
13. Oesign & Optimiもtionof 
Inte.，..旬dSy抗8ms
14.向。to-electrolyticpro伽ct同
15. Photo-biolo&i儲IProduction 
16. H2 from C-Containin， M.旬rial
17. Solid & Uquid state Stor噌@

48 

【Present】
18.lntegr司自ted$ys1:ems Evaluation 
19. Hy合唱)genSafety 

20(26) H2 from Waterphotolysis 

21. Bio-Hydrogen 

22. Applied 付2Storage Material 

23. SmalトScaleReformers 
24. Wind Energy and H2 Integr凶m
25. High Tempe帽加reProcess (HTP) 

for H2 Production 

27. Oo-gasfication of bi側、.ss
28. L.arge Scale Hydrogen Infヤ儲truture

29. Distributed Hydrogen Comrnunrty 

30.・lobalHydrogen Sys泊mAnalysis 
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資料 2. 各 Annex(作業部会)の活動概要 資料 3. まとめ-今後の課題

11 23 

資料4.まとめ-IEAJHIA水素実施協定における国際技術開発動向 (1枚)
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